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1＜ コ ラ ム ＞　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　 l

l　　　　　　　　　 月世 界の ア ル キ メ デス 　　　　　　　　　 1

i　 もの の 荷重を測定す る方法で ， ア ル キ メ デ ス の

｝原理 をうま く利用 し た方法が ある 。 中学時代 の 理

冫科 の 実験 で 必 ず行 うもの だ が
， 概略を説明す る と

；： 次 の よ うな も の で あ る 。

1　 ある もの A の 重量 を空気中 で は か り Wa と し，

冫 同様に水中で 重量 をはか り 肌 とする 。 あ る も の

ミ A は同体積 の水 の重量 IVw と同 じ浮力 を受 けて い

：” る の で ， 浮力は IVw ＝W α

一W ， とな るか ら， もの

冫 A の 比重．R は ， 次 の よ うな式 か ら求め る こ とが で

1き る わ け で あ る
。

l　　R − w 。／（iVa　一　Ws ） ＿ ．、．＿＿ ＿ ＿ ．H．．（エ＞

1 肋 上 で ，腫 をは か 。駘 は ど うな 。 で あ。

1うか 。 例縞 n 。 石 を恥 は か 。 た ら謹 量

｝は，1］V α

’

　＝ ・　10　gf，　 W ・

’
＝ 4・5gf で あ っ た と し ょ う。

〉（1）式は地球上で の 話だ か ら， 常識的に はまず WV。

’

〜 や IVs’

を地球上 の 重量 に 換算 し て ．W α
・＝IO　x 　6 ＝

∫ 60g
，
　 Ws 　・4．5 × 6≡27　g と して ， 比重 R は R ＝ ＝

き 60／（60− 27）＝ L 　82 となる 。 もっ と理 屈 っ ぽ い 入

〜 な ら 6 と い う換算値は 正 確 で な い の で
， 監 ＝

f’ 1］Ilaノ × （9n／9）， 臥 二 凧
ノ

× （9  9）（9 ． は 地球の

i“ 標準重力， 9 は 現在 の 重力） を（1）式 へ 代入 し て ，

｝ R 　＝・　VVα

’

／（W
厂
♂− Ws ノ

）とい う関係を求 め ， 結局 ，

〜 月で も  式 をそ の まま使 っ て 良い こ とに気 が つ く

か もしれ な い
。 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

と。 ろ で 。 の ・動 が違 。 て も、 とい う話はほ
月世界だ け の こ と で は な い

。 例 えば 日本国内だ け i：

で見 て も重力加速度に は ， 約 0．4 ％ の ば らつ きが ｝

ある。だ か ら本 当は R ＝ W 。

！

／（TVa
’

　一　W ・　
’

）　h：成 り
：”t

立 っ て い る とい う事実を知 らな い か ぎり， 重量か 〜

ら（1＞式を用 い て ， 比重 を求め る こ とに は誤差 に関 〜

す る不 安がつ き ま と うこ とに な る。　 　 1
　も し ニ ュ

ー トン ばね ば か り を用 い て
， 比重 を求 ‘

め た ら ど うな る の だ ろ うか 。カ の 絶対単位 を用 い 写

て H ．、D上 で も の A の w 。

’

と w ，

t

を測定す る と ， ≒
W α

’
＝ ・　98　N

，
IITs’　・＝ 　44　N と い う こ とに な る。重量 〜

Wa ’

，
　 Ws ’

等は ，
　 WVa’

　＝ 　ma × 9
，
　 IV．

’ ＝Ma × 9 く

一Ms × 9（M 。 ，　 mw は ， もの A と もの A と等 体 積 ミ

の 水碩 量）とV 、 う鰍 で あ り，
M 。

− 98f、．63一 ミ
60g

，　Mw ＝ （98− 44）／1．63＝33　g とv 、 うこ とにな 　ξ

る 。 比重 R は ， 質量比 の こ とな の で ，
R ＝ 60／33 ＝ く

1．82 と計算 で きる 。 力 の 絶対単位 を基 に考 える こ く

と は
， 質量 と重量 を明確 に 区別 し な けれ ば な ら な ξ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く

い た め ， 面倒な面 もあ る が
， 重力 の ば らつ き に つ ti

きま と ういや ら し さを回避で き る とい う意味で は ｛

有用 で あ る。　　　　　　　　 1
　　　　　　　　　　　　　（文責 ， 社糠 広） 1
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